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 NPO PTPL“ともいき”便り No.111 
平成 28年（2016 年）11月 22 日発行 

 

■小雪（しょうせつ）   11 月 22 日から 12月 6日までの節気  

 

 「小雪」の節気です。 

本格的な冬はまだですが、北日本や山沿いの地方には、わずかながら雪が降

ります。まさに小さな雪です。枯れ色の山は眠りに入ったようで、シベリアか

ら白鳥が渡ってきて、冬将軍もそろそろやってくるころです。 
ところが、北日本では 11月としては季節外れの大雪。くれぐれも気をつけて生

活していただきたいと思います。 

 

 もう、巷ではクリスマスの準備が進んでいます。また 1 か月以上もあるとい

うのに。 

バレンタインデー、ハローウィン、そしてクリスマス、これら西洋から入っ

てきた行事もすっかり日本ナイズされて、西洋以上に盛り上がりを見せていま

す。この現象も一つの「ジャパネスク」なのでしょうか。 

 

 ここ数日、冬の寒さと小春日和の日が交互に訪れていますが、寒さ厳しい時

には小春日和の暖かさがうれしいものです。しかし、これからが本格的な冬の

到来。皆さま、風邪などひかぬようご用心を。 

 

 さて、「小雪」の節気には。この季節ならではのいくつかの行事が行われます。

そのひとつは 11 月 23 日の国民の祝日「勤労感謝の日」です。1872 年の改暦以

前は｢新嘗祭(にいなめさい:天皇陛下が新しく収穫された新穀を食べて、その年

の収穫を感謝する儀式)｣の名で 11月の第 2卯の日に行われていました。そして

1948 年に、｢勤労をたっとび、生産を祝い、国民がたがいに感謝しあう｣を趣旨

として国民の主祝日「勤労感謝の日」として制定され、現在に至っています。 

 同じ 11月 23日は「二の酉」。元来酉の市は、農村のひなびた農具市から始ま

ったものだそうですが、下町に人家が増え人々の参詣が多くなると俄然、賑や
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かさを増し、売り子も熊手が売れると祝いの手締めを景気よくやって市場の気

分を盛り上げました。これにつられていっそう商品が売れ、酉の市は年末の風

物詩となったと同時にレクリエーションの場ともなっていったのだそうです。

浅草の鷲神社、新宿の花園神社などでは、夜遅くまで多くの参拝客おとずれ、

光々と電球に照らされる熊手、そして商売が成立した時の手締めの景気良さ、

江戸っ子の勢いがいまなお感じられます。この時季ならでは風物詩です。今年

の酉の市は二の酉まで。この日は休日、新宿の花園神社に行って、久しぶりに

活気を味わってこようと思っています。 

 みなさま、小雪の節気、健やかにお過ごしください。 

 

       佐藤 誠（NPO PLANT A TREE PLANT LOVE事務局） 

 
 

 

 

                           

■ともいき・ともうみ・ともさち、そして和み 雑感彼是 

 

“ともいき”“ともうみ”“ともさち”そして和。ジャパネスク。 
われわれ日本人の祖先は、共に生きる“ともいき”という自然観、共に生み出

す“ともうみ”という創造力、共に幸せに生きる“ともさち”という倫理観を

育て、これら三つの精神的基盤の基層に、共に和む“和”という人生観を培い、

これを旨として毎日の生活を過ごしてきました。 
これは祖先が長い年月をかけて育て培ってきた日本人の「生活の知恵」なので

す。 
しかし、明治維新以降、欧米文化・文明を猛烈な勢いで取り入れ、欧米諸国に

「早く追いつけ、追い越せ」と必死にもがいた結果、祖先が育て、培ってきた

日本人の世界観、日本人のこころが少しずつ失われ始めました。 
欧米文化・文明が強く素晴らしく、日本の文化・文明は劣っている、悪いとい

う空気が蔓延したのです。特に、太平洋戦争敗戦後は、そのような空気が一段

と強くなりました。 
しかし、敗戦後 71 年も過ぎ、行き詰った現代の社会を見渡すと、かろうじて現

代の日本人にまだ残っている“ともいき”“ともうみ”“ともさち”そして和の
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「ジャパネスク」には、欧米近代を越えた未来への可能性が強く感じられ、こ

れこそ国際的な普遍性を持つ次の時代の価値観ではないかと私には強く、強く

思えるのです。 
これからも「ジャパネスク」を倦まず、弛まず声を大きくして主張してゆく決

意です。 
 

 

勝田 祥三（NPO PLANT A TREE PLANT LOVE理事長） 
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■事務局だより 
 
●「ともいき便り」のバックナンバーのお知らせ 
 現在、「ともいき便り」のバックナンバーを 
 「ともいき暦」：http://www.tomoiki.ptpl.or.jp/calendar/2016/ 
 「NPO PTPL 公式ホームページ」：http://www.plantatree.gr.jp/ 
 で、ご覧いただけます。ことらも是非、ご覧ください。 
  

●NPO PTPLが展開している 3つのフェイスブックをぜひ、ご覧ください。そし

て、「いいね」ボタンを押してください。また、文章に対するコメントもご遠

慮なくお書き下さい。 

「ともいき ぐらし」：https://www.facebook.com/tomoikigurashi 

「おらが富士 計画 ふるさと富士山」:https://www.facebook.com/oragafuji/ 

「不思議・驚き・魅力のジャパネスク」

https://www.facebook.com/japanesque.tokyo/ 

 

●会員募集のご案内 

 NPO活動を推進していくためには、多くの皆さま方のご支援・ご協力が不可欠

です。 

 NPO PTPL では、常時、個人会員と法人会員を募集しています。この便りをお

読みの方で、ご本人またはお知り合いの方々にご案内いただければ幸いです。 

 詳しくは下記まで、メールまたはお電話・FAXにてお尋ねください。 

 

 

NPO PLANT A TREE PALNT LOVE事務局 

〒105-0001  

東京都港区虎ノ門 3-3-3 虎の門南ビルスタンダード会議室虎ノ門南店 4 階―A 
電話： 03-6459-0264  FAX； 03-6459-0284 
Email： info@ptpl.or.jp   

 


